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A p ( ア クセスポイント)の設置が困難な場合に代替手段と





末とも通信できない端末数に違いがでることを検 証 し た ｡
2.実験方法
定められた範囲のサービスエリアの中で､ 端 末 同 士 が
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などの最小包含円の半径の値が小さいサ ーー ビスエ リアは､
どの端末とも通信できない端末 (孤立点)が少な く､ 最
小包含円の半径の大きい三角形などは､ 孤 立 点 が 大 き い
値になった｡
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栗から最小包含円 の 半 径 と 孤 立 点 の 間 に は 相 関 関 係 が あ
ると考え ら れ る ｡
端 末 の 通 信 で き る 距 離 を 増 や し て い く と ､ サ ー ビ ス エ
リ ア の 形 状 に よ る 孤 立 点 の 差 は な く な っ て い っ た O あ る
程 度 ､ 通 信 距 離 が 大 き く な る と ､ 孤 立 す る 端 末 は 減 少 す
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